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新潟県の郷土食に関する研究（第10報）
佐渡の飯，餅，だんごについて（その4）ご飯と粥
渋谷歌子，本間伸夫，石原和夫，佐藤恵美子
　　　　　　　　（1980年1月16日　受理）
Foods and Meals in Niigata Prefecture (X) 
Rice and Kayu in Sado Island
Utako Shibuya, Nobuo Honma, Kazuo Ishihara and Emiko Sato
　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言
既報1）にて佐渡における冠婚葬祭や行事に用いられる特別食としてのだんご，もち類についての傾
向を知ることが出来たが，同様に飯，粥類についても伝統的なものが多いことが推察される。
　＿般にこれらは日常の主食としての役割が大きく，従って米の節約から生れたカテ飯・晴の飯・仏
事の飯，更に趣味的な味付鰍ど多くその数を知らない・佐灘おいても独特のものが存在すること
を鋤，その実態を把握することを目的として，アソケー鯛査を行い・併せて文献を参考として結
果をまとめその傾向を知ることが出来たので報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　方　法
1）調　査　事項
特別飯び日甑として用いる鰍的飯及び粥類についてアソケート縫を行なった調螢臓
1の如く，飯6種，粥7種を記載した。その他の記載は自由とし別表にまとめた。
2）調　査方　法
融は前報・）と同離行なったので，方法はすべてそれに準じたため省略する・対象者も同様で国
仲地区（A区）13名，相川地区（B区）6名，前浜地区くC区）11名，計30名である。
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調査結果及び考察
　1）飯類（粥を含む）の名前，作り方の知識の有無について
表2にこれを示し，一部の種類は分布図により示した。
分布図1の左はしたおきめしどうぼ・5を示したが・枢繭静く・C区は殆どしたおきめし
B区は瀦とも鵠であった．右は｝zesのむすび及びばくわんを示したが・c区は・ばくわん1人の
みでA区礫中している．図2左に示す小豆がゆ及びすすはき粥は・全域に広く分布し右の茶が
ゆ，源田湯づけはA区蝶中していることが分る・表2においても知名灘総体的に31％でA＞B
＞Cであう，融の知蔽も同率であるがAカ～B・Cの2・・5倍以上で知鍍と共縞く・地域差が見
られる。
粥は昔から大阪涼都，瓢堺地方tlこ恥られ今でも轍は茶がゆが多い3）といわ泌が・搬
の蝕活の伝統はこの近繍辺駆顯似性を持っていることから・A区にその習慨して残さ派
いるものと撚される調査によりあづき粥が粥報も多く知られているが，一名ソメガaといっ
て，モソビの食ぺものでありほ肺印こ食ぺる齢しがある3）・然しこ紡飯類Vま前報4）の餅類に
比較すると知名度は62％に過ぎなく，餅類より知られてない事が推察される。
2）過去，現在e＝Scs’ける窺状況igN3・llこ示したが，全地域平均腿去・4％・現在6％の難で名
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表2　飯類の名前，作リ方の知識度について
L　飯類の知名度 a　作り方の知識度
各項計×且oo
??（?）
各項計刈00
?????）
　　地域（人員）
嵭ﾞ
A（13）B（6）C（11）計魁。） 30 A（13）B（6）
C（11） 30
1　したおきめし
Q　きざつれめし
R　ど　う　ぼ　う
S　の　　ろ　　ま
Tればのむすび
?? ??????40．0??????．?
7
????????????????? ?????・・13き3　　　20　　　　6．7　　　　26．7 91．0@0
W5．7
P00
V2．7
????????? ㍊????? ?????????????????
??》?
???????
1
????????ー?ー?????????40．0
13．3
16．7
0
93．3
60．0
50．0
20．0
81?????????????? ?? ????????ー?ー?? ?? ?????? ???? ?????ー
??
計 62　　　　22　　　　35　　　120
　60　　　　11　　　　21　　　　92
（96．7）（50．0）（60．0）　（76．7）
各地域の平均知識度
（回答数×100調査人員×13）36・　128・　224’　53°’　8 35．5　　14．1　　14．7　　30，7
83．3
100
80
　0
71．4
72．2
66．7
83．3
??
疑
??（??
（B区）
（C区）
●、タ榊▲㈱極・ムスピ▲バ・ワ・
　第1図シタオキメン，ドウボウ，レバノム
　　　　スビ，バクワンの知識（名称，作り方
　　　　を知っているを各1点とする）
▲
●▲▲
●小豆ガユ
?
∠網司・茶・・▲潮㈱・ナ
第2図’小豆ガユ，ススハキガユ，茶ガユ，
　　　河原田の湯漬けの知識（名称，作り方
　　　を知っているを各1点とする）
前は知っていても余り作られていなく，又図3より，ればのむすびは根強く残り，行事食として期待
出来るものである。また，したおきめしどうぼうのようなかて飯は現代では・廃れて絶滅に近い。
粥ではあづき粥がどの項でも最も高く，行事食としてこれからも欠かせぬものである。茶がやも伝統
食して根強く残り，すすはき粥は急速に減り，尾花がゆ・足洗いがゆと共に少なくなっている。
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表3過去及び現在の調製状況
過　　　　　　去
A（・3）B（6）C（・・）計魁。）各項計×100
30
現
A（・3）1・（6）C（・・）（b）
計（30）　30
在
　　　　止L×100
各項目×IOO　　　　　（a）
??????????????????????? ??
?????????←??「?????
????????????????
?。???????
???
23．3
0
10．0
6．7
23，3
23．3
3，3
10，0
0
36．7
26．7
13，3
10，0
?????????????? ????????????????????
???????????
???」?????
1言2
71．4
42．9
0
54。5
12．5
175，0
計 33 15 8 56
　22i66．7） 0　　2らi13．3）　24i42。9） （）は過垂…をP00としたS　　　致
各地域の平均実施割
合（回答数×100調査人員×13） 19．5　　19，2　　　5．6　　14．4 13．0　　　　　0　　　1．4　　　6．2
（％》
第3図飯粥類の実施状況
3）飯類の調製法であるが，表4に示すようにばくわん，すすはきがゆは，独特の手法がいくつも
あり，土地の特長が出ているのが分る。A区に於いては他地区に比ぺて実施方法・数ともに多く・良
く伝統が引き継がれていることが窺われる。しかし佐渡の名物ののろまに対し，回答者が無かったの
は意外であり，こ乳ら佐渡ならではの飯類の調製技術は何らかの形で是非保存したいものである。
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表4飯粥類の調製方法? 種IA（・3）IB（6）C（・・）i計（3・） 作 ? 方
・したおきめし1sl 1
2きざつ滴し1・1 1
151鍛鐙気羨難翁縫馨乳（うま1・　’）・豆類を
1・1したぎめしであるなら粥の汁を切ったもの・
3どうばう151 lslり・うばう（どうぼう）の木の勲刻へごはんにまぜる・
4のろま1 t t t t
5ればのむすび
6　ば　く　わ　ん
5 151少壼窃ρ薫駕望（纏瞥編齢馨織鞭（煮
121 21ふつうの三勉すu’・
1 ・iかてめしすす賭節分に麦ごはんにト・・汁を使う・
21・1 31麦めしに実のないみそ汁をかける・
1 t・1すすはきの時蜘こ鰺の出し汁をかける・
5i　211艦禦勢鍛無轡ままの大麦をゆっくりゆで入
7足洗いがゆ1311 131仏様を迎える軸こ炊く白醐
8尾花入り白がゆ1 1 3131灘薯羅慰喜鱗撃する・白がゆを炊いて出初め
10あづきがゆ
11すすはきがゆ
7141・1・21あつ9がゆを煮て白がゆにまぜる・
1 i・121あづきをi　’c，もちを入れる・
1 1・121籍ある①はあづきゆ②はそe3を大切りにしみそ汁を入
1 1 ・i普通のD・＠・
UM．2111i1IL！1＆S£1 1・1・1おかゆに野菜やだんごをを入れる・
・2ちゃが＠1611 ?　番茶を煮出して，その汁で米を煮る。塩を入れて熱いうちに　食ぺるとうまい。風味がよい。
13河原田の湯漬 3 13冷飯，残り飯から作る，あまりうまくない。
1 1・1炊v・tcごはんに水を多く入れて煮る・
? 1471・2171・sl
表5　調製する際の動機について
種 類1地域別1 どういう時に作りますか （）は回答数
1　したおきめし Al常時（3）飽不足（2）
cl冬の甑（2）
3どうばうめしlA随不足（4）
4のろまiB1おやつ（・）
5ればのむすび Al獄の時（7）
Bl葬式の時（2）
一142一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第17集　1980
種 釧地域叫 どういう時に作りますか （）は回答数
6　ば　く　わ　ん
7足洗いがゆ
Alすすはき（2）節分（4）
Bl節分（・）雌不足（・）おやつ（・）
Al彼岸（・）お盆（・）お大師様の翻（・）
BIお盆（・）
8尾花入り白がゆlcIS月26旧の夜（・）8月27日（1）　9月1日（1）立秋（1）
10あづきがゆ Al天糠（・）大鰍（・）正肚草の代り（5）新築の時（1）祝いごと（1）
Bl田繊の始めと約（・）祝いごと（・）おやつ（1）
cl正月（2）・2月23日の大㈱（・）
11すすはきがゆ A’ 1年末のすすはき（5）
B 1すすはき（3）節分（・）
C 1すす臆さるの日（5）
12ちやがゆ1 A 1不定時（3）倣（5）
13　河原田の湯潰 Al不定時（2）欄（・）
B1朝食（・）
表6飯類のいわれについて
飯の’di類1地域別 いわれについて記入して下さい （）内は人数
1　したおきめし
3どうぼうめし
4　の　　ろ　　ま
5ればのむすび
6　ば　く　わ　ん
Alご飯の倹約（3）
ci冬の甑（2）
文副大楓あ読菜を混ぜこんだ飯をv・う・雑穀粉を灘たものをコナ飯という・
文献6）
Al丑乏めしともいう・
　　　　「ききん」の際に用いた。ロウボウめしロウボウを土用に奥山から採って来
　　　てゆでて干し俵詰めして畜える細かく刻んで入れる。
文献5）
BIおやつ（・）
　　　あ鱗1・藻韻塑譲盤～齢ぽタ㌔奪灘議フ襲奨秘雛識蓮
　　　するポ
A1でばのむすびという（・）
Bl獄の人足t・．IHす（・）
文副鰯偽編乏蠣し了クラ飯といい死者との最後の共飢又男II
AI節分
新潟県の郷土食に関する研究（第10報） 一143一
飯の種類1地域別1 いわれについて記入して下きい （　）内は人数
7 足洗いがゆ 文 献4） 佐和田では盆の14日の朝，仏に供する白粥のこと。¥三日の晩は仏が家に帰つたうれしさに足洗わずに上りこむので，翌朝これを供える。
8 尾花入り白がゆ cl秋に向って家族の健康を祈って神に供える。（1）
文 献4）
8月15日の夕食に尾花を入れだ粥を神にささげる。尾花は腹の薬といわれる。すすきの穂を黒焼きにし，粥に混ぜて食ぺる。室町時代入頓の祝儀に粥を祝食とした習慣がある。
9のらがゆ1文献・・際里騨塩を入れなL’is・　11月23日の熾こ蹴る・1尺程の栗の木の箸
10あづきがゆ AIご飯の倹約（2）祝いごと（・）
c1・…ムカデに飾れないよう1・c，手足1こぬり．まじないをして息災を願う．
文劇観甥r難請ごガユという・正胸めてのカユで初ガユともいう・
・・すすはきがゆ1文献・・ 煤取りの日に作るかゆ（12・20日）
・2茶がゆi文劇膿婁撫難もし垂鴇粟襲黙ρ偉ぺる・二日酔いの棚往騨
13　河原田の湯漬 AI習慣として河原田で必らず食べる・（・）
文献・・1茶の湯の盛ん姻原田の轍の習ifS・
表7その他の飯，粥類について
種　　　　　類
､
地名前
謦mっﾊ蓄い
作り??????
過去
自家製
@現在
どういう時に作り
ﾜすか
　作　　　’り　　　　方
e
さくらめしIA1・1・lIl概呈月田舎の1米・升1こし・うゆ8－9勺お茶少々・
こめぜめしIAI・1・1・
い　　も　　め　　し
か　　て　　め　　し
Al・1・1・
A 1 1 1
障期に作る 1くだけ米で炊く・
こ　　な　　め　　し
（こなこめし）
1米の㈱ 1驚いもを蒸し・小さく切って米1こ混ぜて
A ・i・1
cl・1・1・1
わかめめしlc・国・
米の節約
米の節約
貧農の家で大正時
代まで作る
大根大根菜（ゆでる）をみじん切りにし，米
に混ぜて炊く。
悪い米を粉にし，だんごを作り，ふっとうし
た時に米の上にのせて炊く，のどが詰まって
食べ辛かったそうである。
し　そ　　め
常時食べている 1
しlcl．・1・1・1・D徽ぺている
豆 め
?
松　た　け　め　し
lcl・1・1・1・1轍べている
Al・
cl・
・1・1・秋の出盛り嚇
　　　　　　食べるi
黒豆めしIAI・1・1・1・i燐日に炊くi黒豆を米にまぜて炊く・
あづきめしlcl3131・13囲（届植歎捌小豆を煮て，ごはんに入れて炊く．
菜 め し回・li［ 1
り・うぽうめしlcl・1・1・1夏食べる 1耀叢講2の木の芽をゆく’・ugり・　Slk
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　　　　　　　しIc
エソゾめしIA
竹の子めしlA
　　　　　　　しlA
・1・
・1・
・1・
・1・
どういう時に作り
ますか
??
・Iil
i・・撃奄件tのシユンの時
・同秋のシユンの時
お み
?
べ　　っ　　と　　う
?
計
A
A
1
1
1
1
1
1
AI・21・21・・15
cl・21・・1716
倒241231・71・・
冬の寒い日，ごは
んの余った時，お
じやにする。
冬の寒い目，ごは
んの余った時，お
じやにする。
　4）調製の動機について表5に表わしたが行事との関連が深く，更に表6のそのいわれを知る時に
それぞれに伝統として生きて来た重さが理解される。
　その他の飯類について回答者の自由に記載のものをまとめたのが表7であるがB区においては記載
ない。知名数はA，C区とも12毬であるが，現在作られているものはA区5種，　C区は6種である。
? ?
め
　佐渡の行事や冠婚葬祭に用いられる特別食のうち，飯類，粥類を対象にして，現在各地域の人の受
け止め方や，調製状況，いわれなどについてアンケート調査を行なって，その結果をまとめた。
　1）地域的には，どの種類もA区に集中しているが，殊に茶がゆ，ればのむすび，ばくわんが多
い。反面B，C区は実施数も少なく，地域差のあることが分った。全域に分布しているのは，あづき
がゆ，すすはきがゆである。
　2）行事と関連のある種類のものは現在でも根強く実施されている。例として葬式とればのむす
び，節分とばくわん，正月とあづきがゆなどである。嗜好的には茶がゆが多くの支持を得ている。
　伝統と歴史の島に行事と結びつき，或いは生活の知恵として生れ育ってきた主食類は有名，無名の
ものが多く存在することが分った。今後更にそれらを探ね，形として残していきたい所存である。
　稿を終るに臨み，本調査にご協力賜わりました佐渡の方々に厚く御礼申し上げます。
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